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　マウスのハーダー腺はその中に多量のポルフィリ
ンとくにプロトポルフィリンをもつことを特徴とし
ている．以前私共はこのポルフィリン量が生後7日
目より15日目にかけて一過性に増加することを見
出した．今回は遺伝的白内障マウスでも同様な傾向
が見られるか否かを検討すると同時にその腺を構成
する細胞の電顕的所見についても検討し，正常マウ
スと比較した．　用いた白内障マウスは遺伝子記号
nct，遺伝子名Nakano－Cataract
であり，対照はC3H系マウスである．
　正常マウスのハーダ一旦中ポルフィリン量は生後
5日目より10日目までは緩やかに増加したが，そ
の後15日目までは10日目の約5倍量まで急増し
15日目以降25日目までは漸減傾向にあった．一
方，白内障マウスではこの開眼期における一過性の
増加は認められなかった．
　正常マウスのハーダー腺には生後5日目に不定形
な電子密度の低い脂肪滴をもった細胞（1型）が出
現し，この時期の腺は脂肪滴をもたない暗調な細胞
との2種の細胞より成っていた．9日目には円形な
いしは楕円形の電子密度の高い脂肪滴をもつ細胞（
II型）も出現し，脂肪滴をもたない幼若な細胞も
含め腺は3種の細胞によって構成されるようになっ
た．12日目には幼若な細胞は消失し，腺は成熟マ
ウス同様1型とII型の2種の細胞より構成される
ようになった．他方，白内障マウスのハーダー腺で
は1型及びII型の細胞の出現は共に遅れ，特にそ
れはII型の細胞で顕著であった．
　これらの結果から，白内障マウスのハーダー腺に
開眼期のポルフィリン産生の高まりが見られないの
は腺を構成する細胞とくにII型の細胞の分化が遅
れることによることを知った．このことはポルフィ
リン産生にはII型の細胞が重要な働きを持つこと
を示唆する．
　除草剤であるパラコート（PQ）は、体内で脱メ
チル化されるならば、その分子構造は、パーキン
ソン身様症状を誘発する神経毒、　1－methyl－4－
pheny1－1，2，3，6－tetrahydropyridineの活性代謝
物である1－methy1－4－phenylpyridinium　ionに
極めて類似するものと予想された。我々は、PQが
脱メチル化反応を受けるかどうかについてマウス
脳、肺、肝、腎の細胞野分を用いて検：討した。
［実験方法］
　体重24－27gのICR系雄性マウスの各組織を摘
出、ホモジナイズした後、遠心分離により、600g
沈査、ミトコンドリア画分、ミクロソーム画分、
サイトソールを得た。脱メチル化活性は、NADPH
生成系（NADPH　g．s．）存在下で、ホルマリンの生
成を指標として検討した。
［結果及び考察］
　Nash法を用いた場合、脳ミクロソームのみにホ
ルマリンの生成を示す412nmでの吸光度の増加が
認められた。この増加は、0．1rnM　EDTAの添加に
よりさらに約1．7倍に増加したが、熱処理したミ
クロソームを用いた場合、あるいはNADPH　g．s．非
存在下では全く認められなかった。このような結
果からPQは、マウス脳ミクロソーム画分において
脱メチル化反応を受けるものと予想されたが、3H－
PQを用いて検討した場会、3H一ホルマリンの生成
は観察されなかった。
　以上のような知見から、PQは脱メチル化酵素の
基質には成り得ないが、マウス脳ミクロソームに
おいて何等かの酵素反応に関与し、Nash試薬と反
応する物質を生成するものと考えられる。
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